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 （開会） 

課  長：  それでは定刻となりましたので、都市計画審議会を始めさせてい

ただきます。 

皆様、本日はお忙しい中、お集まりいただきましてありがとうご

ざいます。私、都市計画課長の○○と申します。よろしくお願いい

たします。 

 本年度第１回目の小平市都市計画審議会の開会に先立ちまして、

ご任期を満了され、再任された方が３名、新たに任命された方が４

名いらっしゃいますので、名簿に沿いましてご紹介させていただき

ます。なお、ご紹介の後、新たに任命されました新規の委員の方は

一言ご挨拶をお願いいたします。 

 それでは、まず、再任されました３名の委員のお名前をご紹介い

たします。 

 会長の○○委員、農業委員会会長の○○委員、小平商工会会長の

○○委員３名が再任命されました。 

 今後ともよろしくお願いいたします。 

 次に、新たに就任されました委員をご紹介いたします。 

 国土交通大学校校長の○○委員がご退任されまして、後任に○○

校長が新たに就任されました。一言ご挨拶をお願い申し上げます。 

委  員： 

 

 ○○と申します。今年の６月の終わりから国土交通大学校で仕事

させていただいております。どうかよろしくお願い申し上げます。 

課  長： 

 

 次に、市議会より新たに、３名の委員が就任されました。名簿に

沿いまして、○○委員より一言ご挨拶をお願いいたします。 

委  員：  市議会の○○○○でございます。どうぞよろしくお願いいたしま

す。 

課  長： 

 

 ありがとうございました。 

 次に、○○委員より一言ご挨拶をお願いいたします。 

委  員：  市議会議員の○○でございます。よろしくお願いいたします。 

課  長：  ありがとうございました。 

 次に、○○委員より一言ご挨拶をお願いいたします。 

委   員：  市議会議員の○○○○でございます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

課  長：  ありがとうございました。 

本日の審議会でございますが、諮問案件が１件、報告案件が２件

ございます。 

それでは、これより○○会長に議事の進行をお願いしたいと思い

ます。 

ご審議のほど、よろしくお願い申し上げます。 
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 （開会の辞） 

会  長：  それでは、改めまして、皆様、こんにちは。 

 早速ですが、議事に入ります。 

 ただいまの出席委員数は１４名。本日、小平警察署長の○○委員

から欠席の連絡を受けております。 

定足数に達しておりますので、これより平成２７年度第１回目の

小平市都市計画審議会を開会いたします。 

 議事録署名人の指名を行います。名簿にあります順に○○委員、

○○委員を指名いたしますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、傍聴人でございますが、本審議会の傍聴人申し込みが１名

あります。１名でございますので、傍聴人と決定いたしましたので、

報告いたします。ただいまから入室を許可いたします。 

 （傍聴人入室） 

会  長： それでは、審議に先立ちまして、小林市長よりご挨拶をいただきた

いと思います。よろしくお願いします。 

 （市長挨拶） 

市  長：  皆さん、こんにちは。小林でございます。 

本日は、大変お忙しいところ、本審議会にご参集をいただきまし

て、まことにありがとうございます。また、平素から市政に関しま

してご協力を賜り、重ねてお礼申し上げます。 

 本日ご審議をいただきますのは、「小平都市計画生産緑地地区の

変更」でございます。 

 また、報告事項といたしまして、「小平市都市計画マスタープラ

ン改定の取組状況について」及び「東京における都市計画道路の整

備方針（第四次事業化計画）案」と申しますが、この中間のまとめ

についてのご報告をさせていただきます。 

都市計画をはじめ市政運営に当たりましては、委員の皆様方のご

指導、ご支援をいただきながら、小平市都市計画マスタープランに

沿ったまちなみを形成し、いきいきとして充実した生活が送れる活

力のあるまちづくりを目指して、鋭意努力を続けてまいる所存でご

ざいます。 

何とぞ、よろしくお願い申し上げまして、挨拶とさせていただき

ます。 

会 長 ：  どうもありがとうございました。ここで大変恐縮でございますが、

市長は所用がございますので、退席いたしますので、ご理解のほど

をお願い申し上げます。 

 （市長退席） 

会 長 ：  それでは、これより審議に入ります。 
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「生産緑地地区の変更」に係るものでございますので、小平市都市

計画審議会条例第３条の規定に基づく臨時委員としまして、小平市

の農業経営に関する専門家として、東京むさし農業協同組合小平地

区総括支店長の○○委員に、ご出席をいただきます。 

 ここで臨時委員の入室をお願いいたします。 

 （○○委員入室） 

会  長：  それでは、早速でございますので、入室されました臨時委員の○

○委員に、ご挨拶をお願いいたします。 

委  員：  小平地区統括支店長を拝命しております○○です。何とぞ、よろ

しくお願い申し上げます。 

 先般、ＪＡのほうで、東京大会というのが開かれまして、都市農

業振興基本法の制定に伴って、ＪＡグループといたしましても、や

はり農地のほうはこれからも保全をしていこうという新たな決意の

もと、開会、開かれましたので、ご報告を申し上げまして挨拶とさ

せていただきます。よろしくお願いいたします。 

会  長：  ありがとうございました。 

 それでは、２７諮問第１号「小平都市計画 生産緑地地区の変更」

の提案説明を事務局よりお願いいたします。 

課  長：  はじめに、資料の確認をさせていただきます。 

 事前に配布いたしました書類につきましては、資料１、Ａ４判、

「小平都市計画 生産緑地地区の変更（小平市決定）」、資料２、

Ａ４判、「新旧対照表」、資料３、Ａ０判の１万分の１の地図で「小

平都市計画 生産緑地地区 総括図（小平市決定）」、資料４、Ａ

３判を折った２，５００分の１の地図で、「小平都市計画 生産緑

地地区 計画図（小平市決定）」、資料５、Ａ４判の追加指定箇所

の写真を印刷したもの、参考資料、Ａ４判、「生産緑地の買取り制

度について」でございます。 

 皆様、不足はございませんでしょうか。 

 提案説明に入ります前に、まず、簡単に生産緑地の制度と、本諮

問案件にかかります資料の見方につきまして、ご説明をさせていた

だきます。 

 生産緑地は、都市計画法及び生産緑地法に基づき、三大都市圏の

特定市の市街化区域内農地において指定されております。生産緑地

法は、都市の緑とオープンスペースの確保による公害・災害等の防

止と生活環境の悪化防止、公共施設等の予定地の確保等を図るため、

昭和４９年に制定されました。 

 その後、農地の宅地並み課税と平成３年の生産緑地法の改正に伴

い、農業を継続するご意思のある方は生産緑地の指定を受け、市内
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のほとんどの生産緑地地区が、改正後の新法に基づく平成４年の指

定となってございます。ちなみに、旧法による地区は、８地区とな

ってございます。 

 生産緑地に指定されますと開発行為等は制限され、原則として３

０年間営農を行うこととなっております。 

 参考資料「生産緑地の買取り制度について」をごらんください。 

 その裏面の「生産緑地地区買取り申出手続き等の流れ」の図の左

側をご参照下さい。 

 生産緑地の所有者の買取りの申出は、①の都市計画の指定の日か

ら３０年を経過したとき、②の農業の主たる従事者が死亡したとき、

もしくは農業に従事することを不可能とさせる故障が生じたときに

市に対し、時価による買取りの申出ができます。買取り申出から１

カ月以内に市が買い取る旨、買い取らない旨を通知し、買い取らな

い場合は農業希望者にあっせんいたします。買取り申出から３カ月

であっせん不調の場合は、開発行為等の行為制限が解除されます。

市は買取り、または、そのあっせんに努めるものとなってございま

すが、財政上の理由や所有者の土地の利活用などから買い取ること

ができないことが現状にございます。 

 なお、今回の生産緑地地区に係る都市計画の変更で、買取り申出

に伴う行為制限解除によって削除を行う生産緑地は、諸手続などか

ら便宜上１年に１回行っている関係から、平成２６年１月から平成

２６年１２月までに買取り申出の手続が行われた地区でございま

す。その関係から、既に開発行為等が行われている箇所がございま

す。 

 また、通常の買取り申出のほか、都市計画事業や開発行為に伴い、

都や市の道路になるなど公共施設等に転換される場合には、生産緑

地の削除がなされます。 

 生産緑地の追加指定につきましては、既に農業を営んでいること

や面積などを要件といたしまして、１年に１度、生産緑地地区に係

る都市計画の変更にあわせて募集を行ってございます。 

 生産緑地は農業後継者が不足していることなどがございまして、

年々減尐しておりますが、良好な都市環境の形成のために、生産緑

地の確保は重要な課題となっております。 

 続きまして、資料の図の見方をご説明いたします。資料４、Ａ３

判を折った２，５００分の１の地図「小平都市計画生産緑地地区計

画図（小平市決定）」をごらんください。 

 右上のところに、小平市「１０分の１」と書かれてございますが、

図面の番号となってございます。また、地図の中に太い字で数字が
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明記されておりますが、生産緑地の地区ごとにつけられている地区

番号でございます。 

 凡例でございますが、縦じまの線の箇所が既存の生産緑地でござ

います。黒で塗りつぶしてございますのが、今回削除する箇所、緑

色の格子柄で囲われてございますのが、追加する箇所でございます。 

 また、市内全域の生産緑地は、資料３「小平都市計画 生産緑地

地区 総括図」の１枚の図に落としております。既指定区域が白抜

きとなっている点が、先ほどの図とちょっと異なっているところが

ございます。 

 時間の関係もございますので、図面では、それぞれの変更を行う

理由ごとに代表の箇所をお示しし、後ほどご質問等がございました

ら、補足の説明をさせていただきたいと思いますので、よろしくお

願いいたします。 

 それでは、２７諮問第１号「小平都市計画 生産緑地地区の変更」

についてご説明いたします。 

 はじめに、削除についてご説明いたします。資料１「小平都市計

画生産緑地地区の変更」の第２「削除を行う位置及び区域」をごら

んください。資料４の図面では、黒塗りの部分となります。地区の

全部を削除するものが５地区、一部を削除するものが８地区、計１

３地区ございます。１３地区の内１０地区は、買取り申出に伴う行

為制限の解除によるもの、２地区は、公共施設等の設置によるもの、

残り１地区は、買取り申出に伴う行為制限の解除によるものと、公

共施設等の設置によるものが混在する地区でございます。買取り申

出による１１地区のうち、その理由が農業の主たる従事者の死亡に

よるものが９地区、故障によるものが２地区でございました。 

 削除につきましては、買取り申出に伴う行為制限の解除によるも

のを例に、二つの事例を代表として図面でご説明いたします。 

 まず、農業の主たる従事者の死亡を理由とした買取り申出によっ

て、全部削除される地区をご説明いたします。 

 資料４の６ページ、図面番号「１０分の６」をごらんください。

図面左側で小平消防署西側、地区番号１０２番、黒く塗りつぶされ

た箇所が面積２,５７０㎡の削除でございます。 

 次に、農業の主たる従事者の故障を理由とする買取り申出によっ

て、地区の一部が削除される地区をご説明いたします。 

 同じく資料４の２ページ目、図面番号「１０分の２」をごらんく

ださい。図面右上で野火止め公園北西側、地区番号１１１番、黒く

塗りつぶされた箇所が面積９１０㎡の削除でございます。 

 続きまして、追加指定箇所をご説明いたします。資料１に戻りま
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して、第３「追加を行う位置及び区域」をごらんください。追加指

定は２地区でございます。２地区とも地区の一部を追加指定するも

のでございます。また、２地区とも新たに追加指定を行うものでご

ざいます。 

 追加につきまして、一つを事例として図面でご説明いたします。 

 資料４の図面の４ページ目、図面番号「１０分の４」、図面中央、

新小平駅西側、地区番号８７番、緑色の格子柄で囲われた箇所が、

地区の一部を追加指定する面積１８０㎡の追加指定でございます。

こちらは既存の生産緑地と連担する指定でございます。資料５の１

枚目にございます、地区番号８７番の追加指定の写真が当該地でご

ざいます。 

 次に、生産緑地地区の変更後の面積でございますが、資料２「新

旧対照表」下段に記載しております合計の欄をごらんください。 

 平成２６年１２月に告示しております、変更前の生産緑地地区数

３８０地区、面積約１７４万４，１９０㎡に対しまして、削除と追

加、精査により、３７５地区、１７２万９，３９０㎡、約１７２．

９４ha となってございます。 

 以上が、２７諮問第１号「小平都市計画生産緑地地区の変更」に

係る提案説明でございます。 

 なお、本案につきましては、都市計画法の規定により、平成２７

年１０月１３日付で東京都との協議を行い、１１月６日から１１月

２０日まで２週間縦覧をいたしましたが、特にご意見はございませ

んでした。 

 今後、本都市計画審議会の諮問を経まして、都市計画決定をして

まいりたいと考えてございます。 

 説明は以上でございます。ご審議のほど、よろしくお願いいたし

ます。 

会  長：  ご苦労さまでした。提案説明が終了いたしました。 

 それでは、これより質疑に入ります。 

 質疑のある方は、挙手してお願いしたいと思います。 

 ○○委員。 

委  員：  何点か質問いたします。追加になったのがすごく小さなところな

んですけれども、これは漏れていたとか、あるいは農機具小屋みた

いなのは今までだめだったけれども、それを生産緑地にできるよう

になったというふうに聞いているんですが、そういう整理をするた

めにされたのかどうか。指定のときに、なぜこういうふうに、隅切

りみたいなところが尐し追加指定されたりしているかなというふう

に思うのですが、なぜこういうことが起こるのかというのと、それ



 7 

から、先ほど買取り請求があっても、財政状況から市はなかなか難

しいということだったんですけれども、それならばあっせんをする

というふうになっていますけれども、あっせんというのは今まで成

立したことがあるのか、直近ではどういうのがあるのかなというの

をお示しください。 

 それから、結局２６年末で、３７５地区１７３ha になるんでしょ

うか。これの三多摩での立ち位置というか、この近隣の６市とか８

市ぐらいでいいんですけれども、というのは、ほかから視察とかに

他市の議員が見えると、小平は本当に緑が多くていいですよねとお

っしゃるんですよね。年々尐なくなっているんですよというお話は

するんですけれども、三多摩の中の立ち位置はどうなのかというの

と。あと、もう平成２７年末になるわけですから、この１年間の状

況はどうだったのかお示しください。 

 以上です。 

会   長 ：  以上、４点についてお願いします。 

 担当課長補佐。 

課長補佐：  都市計画課課長補佐をしております○○でございます。よろしく

お願いいたします。 

 まず、１点目の今回の追加指定でございますけれども、こちらに

つきましては、平成４年の追加指定の希望を募った際に、ここの土

地につきましては、所有者側からここの土地の指定を外して、生産

緑地の平成４年時の申請があったということでございます。 

 それで、今回こちらの１８０㎡の土地につきましては、いつでも

農地転用をして宅地化できる状況になっていたわけなんですけれど

も、やはり今後の利用計画が見通しが立たないような理由で、生産

緑地として追加指定を今回新たにされたというような経過でござい

ます。 

 それから、２点目のあっせんの実績でございますけれども、私の

今の手持ち資料で、平成２０年からの記録がございますけれども、

あっせんをして小平市で成立をしたもの、また、農業従事者の方に

あっせんをして農地として残ったというような実績は平成２０年以

降ございません。 

 それから、近隣市の生産緑地の状況でございます。こちらにつき

ましては、まず生産緑地として、面積が一番多いという市でござい

ますけれども、１位が八王子市になってございます。２位が町田市、

３位が立川市、４位が小平市、５位が清瀬市というような形で、八

王子、町田は市の面積がかなり広うございますので、そういった意

味では小平市はかなり生産緑地の残りの面積が大きいほうではなか
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ろうかというような認識をしてございます。 

 平成２７年の１１月末までの状況でございます。来月の末までは

受け付けをしておりますので、先月の末までの状況でございますけ

れども、買取り申出の件数といたしましては、都合１４件受けてご

ざいます。理由といたしましては、死亡が１２件、故障が２件、こ

の買取り申出の総数といたしましては、３．５ha 程度を予定してご

ざいます。 

 以上でございます。 

委  員：  どうもありがとうございました。 

会  長：  ○○委員。 

委  員：  何点か、まず、生産緑地の買取り制度ということでご説明いただ

いたので、お話が出ましたように、まだ生産緑地の買取りの制度を

利用したことがないわけですよね。それで、生産緑地法１０条、買

い取らなければならない条項があるわけですけども、それに基づい

て買っていることは、ここのところもう全然ないということですけ

ども、小平市の中で、公共用地などのバランスを見た中で、こうい

う農地の適材地として買う必要はないというような判断なのか。 

 それともう１点は、農地について、買うという検討を今まで一切

したことがないということなのか。それと追加指定ですけれども、

以前は追加指定の場合に、用途地域（建ぺい率/容積率）が４０/８

０とか、道路つきで４０/８０とかそういうところじゃないと受けら

れないなんていうことも聞いたんですけども、今は、６０/２００で

すか、そういうような制限はなくなってきたんですか。例えば今、

アパートが建っているけれども、入居が悪くなったから取り壊して、

畑に転用して生産緑地に追加指定することも可能なのでしょうか。

その辺について。 

会  長：  ２点ですか。 

 担当課長補佐。 

課長補佐： 

 

 市の買取りということでございますけれども、今、申し上げられ

ることといたしましては、生産緑地の中に都市計画施設の予定地に

なっているところがございますので、その予定地内の生産緑地の買

取り申出につきましては、今後の行政需要などを精査いたしまして、

財政負担等を見きわめながら個別に判断をさせていただきたいと思

っております。 

 また、そのほかに農地として、ここは必要な農地だというような

ことで、市で買い取るかどうかということにつきましては、市で農

業をするというようなことではございませんので、都市計画公園と

いうことであれば検討の俎上には上がってくると思いますけれど
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も、農地として買い取るというような判断をしているということは

ないと思われます。 

 それと、追加指定の要件でございますけれども、小平市で生産緑

地地区指定基準という基準で定めておりまして、要件が５つほどご

ざいます。まず、一つといたしまして、一団の農地等の区域である

こと、それから、５００㎡以上の規模があること。あと、公害また

は災害の防止、公共施設等の敷地の用に供している土地として適し

ている農地であること。四つとして、用排水、農業の継続が可能な

条件を備えていること。五つとして、相当な期間にわたって農業経

営の継続が維持できるものであること。というようなことを要件と

しては定めておりまして、それに加えて、基本的に農地転用が届出

ているところであるとか、あと、買取り申出の行為制限が解除され

たところにつきましては、追加指定ができないというようなことを

定めております。 

 ですので、今回例えば、アパート等が元農地ということでござい

まして、そこのアパートが過去に行為制限解除がされていた、もし

くは農地転用がされていたというようなことであれば、追加指定の

要件には合わないということになってございます。 

 それ以外の部分につきましては、開墾届を農業委員会に出してい

ただきまして、そこが農地だということで認められて農地台帳に登

載されれば、検討の俎上には上がってくるものというふうに判断し

てございます。 

 以上でございます。 

委    員：  すみません。初めての委員なので、ちょっと基本的なことをお尋

ねしたいのですが、今回、諮問をされている内容が説明されたんで

すが、答申というのは、いつどのような形で出すのでしょうか。と

りあえずそれを伺っておきます。 

 それから、先ほどの説明で、地図を見ているともう既に開発が終

わって、今回１２月議会でも、あるいは９月議会で、市道の認定や

解除を行うことの議決をするわけなんですが、その開発行為が終わ

っているところの道路を認定したり解除したりすると。既に終わっ

ているところが今回出ていたりするタイムラグというんですか、１

年間で１回しかやらないということで、初めて理解できたわけなん

ですが、もともと２，５００分の１の図面というのは、ベースとな

っているものは、最新の情報で２７年９月１８日のベースでできて

いるんでしょうか。要は建物の形状とか、どこが畑になっていると

かなっていないとか。なぜかといいますと、例えば１０分の４の図

面をちょっと見ていただくと、先ほど今回追加を行う区域というと
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ころで、よくここのところ通るので、ずっと一団の畑だったのに、

この部分だけ指定されていなかったんだなと今さらびっくりするわ

けですけども、あるいは、８５、８４の間に農地のＶマークみたい

なやつがあるんですけど、たしかこのあたりだったと思うんですけ

ど、最近開発がされているんですが、結局その前の年に解除されて

いて、開発がされているのか、もともと生産緑地として位置づけら

れていないから開発しているのか、この図だけではちょっとよくわ

からないので、情報としてこの図面がどの程度の精度なのか、お伺

いできますでしょうか。 

会   長：  担当課長補佐。 

課長補佐：  こちらの答申の関係でございますけれども、答申といたしまして

は、この審議会が終了後、会長名によりまして原案のとおり可決さ

れておりますという形で、会長から返事をいただくというような形

になっております。 

 それから、この図面の建物の状況とか精度でございますけれども、

基本的には、こちらは東京都が作成しております地形図という図面

を使わせていただいているという状況にございます。この地形図と

いいますのは、５年に一度、東京都が見直してつくり直すものでご

ざいますので、基本的には５年間は建物の形状とか新規の開発とか

の形は反映されないということになってございます。 

 畑のところが、もう既に宅地開発されているとかいうところでご

ざいますけれども、例えば、先ほど委員のご指摘の８４番の右隣の

畑のところにつきましては、もともと生産緑地ではないということ

でございますので、農地転用の届出がなされて宅地開発がなされた

のではなかろうかと思います。現在、生産緑地のマークの縦じまが

ついていても実は宅地開発されているというところがございます。

そこにつきましては、来年度の審議会でご審議いただく内容のもの

でございまして、実質、今回ご審議いただいているものにつきまし

ては、１年前のものを今、審議しているということで、そのタイム

ラグの関係でずれが生じているものでございます。 

 以上でございます。 

委  員：  わかりました。それであるのであれば、答申についてはそこまで

進んでいて、昨年のものをああだこうだということでもないと思う

んですけども、毎年こういう審査をしているわけだと思うんですが、

過去において、例えば、審議会として意見を付して原案の修正をし

たことは過去に例があるのでしょうか。 

会  長：  担当課長補佐。 

課長補佐：  そういった例といいますのは、手続上、既に事後報告の形になっ
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ておりますので、実態としてはございません。こちらの都市計画決

定につきましては、時点的には１年おくれということでご審議いた

だくことにつきましては、大変心苦しく思っているところではござ

いますけれども、都市計画の手続といたしましては、この審議会の

議を経て都市計画決定するという法定手続となっている都合上、開

催させていただいているというものでございます。 

 以上でございます。 

委  員：  わかりました。 

会 長 ：  ほかに、何かございますでしょうか。 

 どうぞ。 

委  員：  簡単な質問、いいですか。幼稚な質問で申しわけないんですけれ

ども。例えば、資料１で削除の理由が書いてございますね。そこに

行為制限とか、公共施設とか、それから維持が困難というふうに書

いてございますけども、私たちみたいな市民には、何もわからない

人間が見たときには、もう尐しわかるように表現してもらいたいな

と、市民としても感じるんじゃないかと思いました。 

 それからもう一つは、２，０００㎡以上の削減が３カ所くらいご

ざいますね。１０２、１６４、３５８とございますけども、その理

由が、先ほどお話聞きましたけども、もう尐し詳しく聞きたいなと。 

 それともう一つ、簡単な話で申しわけないですけど、今、都市計

画マスタープランを見ていますけど、これを見た範囲では、例えば、

増加とか削減、増加って何が一番大きな主因なのか、削減とは何な

のか、あるいは農地が、住宅が削減なのかということですね。その

削減についてはいろいろの時事的な問題や法的な問題があると思う

んですけど、なぜ削減するのか、増加するのか。小平市は今後どう

いう目的で、何かを達成するための目標はあるのかということが尐

し知りたいと思いました。以上です。 

会  長：  担当課長。 

課長補佐：  専門用語の解説ということでございますけれども、一応こちらに

つきましては、もう尐し丁寧に、アラカルトという形で説明加えて

おりますけれども、そういった形でもう尐しわかりやすく用語のほ

うは若干整理はさせていただきたいというふうに思っております。 

 それから、面積が大きい２，０００㎡超えのものの理由でござい

ますけれども、地区番号１０２につきましては、こちら農業従事者

の方が死亡されまして、後継者がいないということでございます。

それから、１６４も３５８も同じ理由でございます。 

 それから、やはり削減の大きな理由といたしましては、今、申し

上げたとおり後継者不足、それから担い手が減尐しているというこ
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とから農地の維持が困難になっているという部分と、相続税の支払

いというものがございますので、そういったところから農業従事者

の方もやむにやまれず買取りの申出をされて農地を手放されている

という認識でございます。 

 増加のほうの理由ということでございますけれども、現在、追加

指定の手続を進めているところではございますけれども、やはり増

加の理由、生産緑地として追加指定できるところというのは、大体

もともとが農地だったところの部分が多ございますので、そういっ

た意味では、農地が新たに発生するということはなかなか現状とし

て起きづらい部分がございますので、増加の大きい理由というのは

見当たらないということでございます。 

 市といたしましても、どれぐらい農地が必要なのかという目標で

すけれども、具体的な数値というものは設定してございません。農

地につきましては、市の土地ではございませんので、その辺につき

ましては、市としては緑は残して行きたいというような思いはござ

いますけれども、できることは限られているというような状況でご

ざいます。 

 以上でございます。 

委  員：  目的というのはあるのですか。例えば、何年後にはここにしたい

とか、このくらいの削減がないように努力するにはどうしたらいい

か、何年後にはどうしようかという施策のはあるのですか。 

課長補佐：  具体的にどういう策を講じればというような目標とか、何年度ま

でにとか数値というものは決定してございませんけれども、やはり

農地が減っていく根本的な原因としては、先ほど申し上げたような

理由がございますので、例えば、生産緑地の買取りの申出にすぐに

対応できるような財政措置の補助金のようなもの、そういったもの

の創設であるとか、相続税などの土地税制を改正していただく、そ

れから生産緑地制度の指定要件とかをもう尐し緩和するとか、そう

いう形で国に要望はしているところでございます。 

 以上でございます。 

会   長：  ほかにございませんか。 

 （なしの声） 

会   長：  それでは、質疑も尽くしたようでございますので、ここで議決を

行いたいと存じます。 

 ２７諮問第１号「小平都市計画 生産緑地地区の変更」につきま

して、原案のとおり承認することにご異議ございませんか。 

 （異議なしの声） 

会  長：  ありがとうございました。 
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 異議なしと認め、決定といたします。 

ここで生産緑地地区に係る審議が終わりましたので、臨時委員の

○○委員はご退席をお願いいたします。どうもありがとうございま

した。 

 （○○委員退席） 

会  長：  それでは続いて、これより報告案件が２件ございます。 

 担当課より報告の後、質問の時間をとりたいと思います。 

 それでは、最初に「小平市都市計画マスタープラン改定の取組状

況について」、担当課より報告をお願いいたします。 

 よろしくお願いします。 

課長補佐： 

 

 

 

 

 それでは、小平市都市計画マスタープラン改定の取組状況につい

てのご報告をさせていただきます。 

 お手元に報告資料①をおとりいただきたいと思います。 

 昨年８月開催の本審議会におきまして、「改定の基本方針」という

ものをご報告させていただいておりますことから、その後の取組状

況につきましてご報告いたします。 

 資料を１枚めくっていただきまして、１ページ「１計画改定の背

景」及び「２計画の位置付け」でございますけれども、こちらにつ

きましては、前回の改定の基本方針と報告内容が重複いたしますの

で、説明のほうは省略させていただきます。 

 ２ページ「３計画改定の体制」でございます。 

（１）小平市都市計画マスタープラン見直し検討委員会の設置でご

ざいます。委員構成は１０名で、学識経験者、こちら大学の教授の

方でございますけれども２名、まちづくりに関係する団体の代表、

農業、商業、福祉、環境の４名の団体から代表が出ていただいてお

ります。それから、市民公募４名の都合１０名でございます。開催

状況につきましては、平成２６年１１月の事前学習会から第５回目

の開催をしているところでございます。 

（２）庁内連絡体制でございます。 

 都市計画マスタープランの関係課として、１８課で連絡会及び作

業部会を設置しております。連絡会は、先月までに第６回目の開催

をし、情報交換や検討資料の確認をしております。 

 都市計画マスタープランの改定作業は、平成２６年度から３カ年

かけて実施しておりますので、来年度末の完成まで、見直し検討委

員会及び関係課連絡会において、引き続き検討作業を進めてまいり

ます。 

（３）小平市都市計画マスタープラン全体構想特別委員会でござい

ます。 
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 本マスタープラン全体構想が、市議会での議決事件になったこと

により、本年度、委員数１３名で設置されたものでございます。先

月までに第３回目の開催をしているところでございます。 

 ４ 市民等からの意見の収集 

（１）市民アンケート調査でございます。 

 既に、昨年度と今年度に市内に住所を有する１８歳以上の市民を

対象として、無作為抽出で２，０００件実施しております。実施概

要につきましては、資料のとおりでございます。 

 なお、昨年度実施いたしました「平成２６年度小平市都市計画マ

スタープラン改定市民アンケート調査報告書」皆様のお手元に青い

表紙の冊子があると思いますけれども、そちらのほうは、本日机上

配布とさせていただきます。 

 また、本年度実施の調査報告書は、集計、分析途中でございます

ので、内容が整いましたら、同様に配布いたします。 

 ３ページ（２）まちづくりカフェでございます。 

 この特徴として、さきのアンケートにご回答された方のみ参加で

きるものでございます。実施方法は、ワークショップ形式で、コー

ヒーなどお茶を飲みながらのカフェのような自由な雰囲気で意見交

換をしていただきました。こちらは先月までに６回開催しておりま

す。また、情報を共有するため、議論の様子をまとめた「まちづく

りカフェニュース」を開催の都度発行し、対象者への郵送や市のホ

ームページに掲載しました。 

（３）まちづくりサロンでございます。 

 まちづくりカフェが特定者を対象にしているため、不特定多数の

市民に対して広く周知を図るため、ＰＲパネル展を３日間３カ所で

実施したものでございます。 

（４）その他といたしまして、①まちづくりフォーラムでございま

す。見直し検討委員会の松本委員長と羽貝副委員長にそれぞれご講

演をしていただきました。 

 ４ページ②児童・生徒からの意見収集でございます。 

 次代を担う若者からの意見収集として、中学校３校の学校長のご

協力により、市職員によるまちづくりのお話とアンケートを実施さ

せていただきました。 

 ５ 今後の主なスケジュールでございます。 

（１）平成２７年度予定 ①実施内容としまして、全体構想素案の

策定、地域別構想の検討を進めるため、見直し検討委員会、まちづ

くりカフェ、まちづくりサロンを開催し、平成２８年３月にパブリ

ックコメントを実施する予定でございます。 
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（２）平成２８年度予定は地域別構想の検討、マスタープラン改定

の案の作成、議会への議案提出などを検討しながら進めてまいりま

す。 

 次に、５ページ、小平市都市計画マスタープラン全体構想（検討

用資料）のご説明をいたします。なお、全てをご説明する時間がご

ざいませんので、要点のみとさせていただきますが、それでも説明

が長くなりますことをご容赦ください。 

 まず、全体構成を見ていただくため、１ページ目に戻っていただ

きまして、裏表紙の目次をご覧ください。 

 第１章小平市都市計画マスタープランとは。第２章小平市を取り

巻く状況と特徴・課題。第３章まちづくりの見直しの視点。第４章

まちづくりの理念と目指すまちの将来像。第５章まちづくりの基本

方針。第６章部門別のまちづくり方針（概要）の６章の構成として

おりますが、未だ検討過程にある資料のため、今後の検討の中で、

章立てや文章の表現が変化することもございます。 

 それでは、９ページをお開きください。 

「第２章小平市を取り巻く状況と特徴・課題」につきまして、「２－

１小平市を取り巻く状況」は大きな変更はございませんが、現行マ

スタープランの改定以降では、①尐子化・超高齢社会、人口減尐に

対応したまちづくりの必要性の高まり、②安全安心なまちづくりへ

の必要性の高まり、③環境問題や低炭素まちづくりの必要性の高ま

り、１０ページ④基礎自治体への権限移譲による特性を活かしたま

ちづくりへの対応を掲げております。 

 １１ページ「２－２小平市の特徴・課題」は、①成熟した住宅都

市の課題としましては、多くの鉄道駅が利用できるため交通利便性

は高いものの、その駅を中心とした生活圏域における都市機能の集

積には差があります。そのため、駅周辺は交通結節機能として一定

の評価はあるものの、買い物やレクリエーション等に対する評価は

駅ごとに差があります。マスタープラン改定に伴い実施した市民ア

ンケート調査におきましても、各機能が集約されたコンパクトなま

ちづくりの必要性が高くなっています。国が掲げる「コンパクト・

プラス・ネットワーク」や東京都の「都市計画区域の整備、開発及

び保全の方針」に示す地域構造への再編の考えのもと、地域特性に

応じて、都市機能集約の考え方や交通ネットワークのあり方など、

環境にも人にも優しく、誰もが暮らしやすいまちを実現していく必

要があります。 

 １２ページに移りまして、黒ポチ、人口急増期に宅地開発された

住宅は老朽化が進み更新の時期を迎えています。さらに、この時期
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に整備された幅員の狭い道路が多く残っており、安全性や利便性が

求められています。また、住宅の更新期に伴う転居等で、地域のつ

ながりが失われる心配があります。 

 次の黒ポチ、多摩地域の都市計画道路の整備は６０％程度進んで

いますが、本市の都市計画道路の整備は４０％弱にとどまり、道路

整備の必要性は依然として高いものとなっています。さらに、今後

は高度経済成長期に整備されたさまざまな都市基盤施設の更新も必

要となっています。という課題を挙げております。 

 １３ページ「②骨格となる水・みどり」につきましては、課題と

して、黒ポチ、市内では、約１８０ヘクタールの農地が生産緑地地

区として指定されていますが、高齢化や相続などに伴い宅地などに

転用されるため年々減尐傾向にあるため、農地や水とみどりの環境

を重要な地域資源として捉え、保全・活用を進めていく必要があり

ます。 

 次の黒ポチ、風致地区は、沿道の土地利用の変更等によって本来

の風景を失い、制度の維持が困難な地域もあります。風致地区条例

の制定権限及び建築行為の制限に係る許可制限が都から市に移譲さ

れたことから、風致地区の基本的な考え方は維持しつつ、課題解決

のために指定の見直しを検討する必要があります。という課題を挙

げました。 

 １４ページ「③市民主体のまちづくりが可能な土壌」では、課題

として、黒ポチ、小平市民等提案型まちづくり条例が制定され、参

加と協働のまちづくりに関する具体的な取組みに向けた仕組みは整

えられましたが、制度そのものの認知度が低く、活用されていない

現状があります。 

 次の黒ポチ、市民の主体のまちづくりを促進するため、情報公開

の充実や、まちづくりの担い手を育成するための仕組みづくりを進

めていく必要があります。という課題を挙げました。 

 次に、１５ページ「第３章まちづくりの見直しの視点」でござい

ます。 

 「①鉄道駅を活かした都市の方向性を示す」。多くの鉄道駅に恵ま

れ、通勤・通学等に便利なまちである一方、駅に対して都市として

の拠点性が不足しているなどの声が尐なくありません。その中で、

小川駅西口や小平駅北口の市街地再開発事業、都市計画道路の整備

など、都市に変化を与える動きが予定されています。これらを見据

えた上で、各駅周辺の特性に応じた役割や、市全体の都市の方向性

を示していきます。 

 「②成熟都市としてのストックを活かしたまちづくりの方向性を
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示す」。小平グリーンロードや用水路等で形成された水と緑のネット

ワーク、比較的高低差のない平らな地形、多くの駅に恵まれて日常

の買い物や市外への移動に対する高い利便性等、本来的に「人」に

優しいまちの特徴を有している一方、歩行者や自転車の空間が狭い、

住宅地においては東西方向に通行がしにくい、まちの賑わいがない

などの声が上がっています。そのため、市が培ってきた成熟都市と

してのストックを活かしながら、市街地再開発事業や都市計画道路

の整備等も契機に、尐子化・超高齢社会の進行、人口減尐を踏まえ

た、人に優しい誰もが快適なまちづくりの方向性を示していきます。 

 「③優れた住環境の質を高めるまちづくりの方向性を示す」。鉄道

で東京都心部から３０分という利便性の高さだけでなく、玉川上水

や歴史的に継承されてきた街道沿いの屋敷林、都市の中の農地など

豊かな水とみどりに囲まれ、うるおいやゆとりを感じることができ

る住宅地が形成されています。また、大学や文化施設が多く、世代

を超えて交流する場があります。これらの個性ある資源を活かし、

小平らしい暮らしを可能とする質の向上を推進していきます。 

 「④参加と協働のまちづくりを推進する」。本市では、自治基本条

例や小平市民等提案型まちづくり条例などの制定により、市民が主

体的にまちづくりにかかわることができる環境を整えてきました。

また、本市には数多くの大学や大きな企業・工場などがあるほか、

ファミリー層なども比較的多く、まちづくりの担い手としての役割

が期待できます。このような恵まれた土壌を上手に活用し、市民が

積極的にかかわることができる参加と協働のまちづくりを推進しま

す。 

 以上①から④を見直しの視点として掲げております。 

 次に１６ページ「第４章まちづくりの理念と目指すまちの将来像」

ですが、「４－１まちづくりの理念」は、現行のマスタープランと変

更ありません。「４－２まちの将来像」は、今後、四角空欄に暮らし

のイメージとなる言葉を市民とのワークショップで出たご意見など

から埋めていくことにしております。 

 １７ページ「４－３都市構造」は、将来都市構造について、現行

マスタープランの駅周辺を中心とした生活圏域の形成を目指すとい

う基本的な考え方は踏襲しつつ、メリハリのある役割・機能分担と

互いの交流を支えるネットワークの強化を図ることで、市全体とし

ての都市機能の向上を目指すことにしています。それに当たり、「生

活圏域」、「拠点」、「連携軸」の３つの視点を示しています。 

 まず、「生活圏域（ゾーン）」では、駅や地域の特性を活かした「生

活圏域（ゾーン）」を形成し、それぞれが役割・機能分担と互いの交
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流を図ることで、市全体としての都市機能や暮らしの質の向上を目

指します。下の表は７つの駅周辺ごとに、上段は駅周辺の特性、下

段は考えられる将来のまちづくりの方向性を表しました。今後、こ

れらを踏まえて、生活圏域の捉え方を検討し、地域別構想へつなげ

てまいります。 

 １８ページに移りまして「拠点」でございます。今回、４つの拠

点を案として示しました。まず「商業拠点」は、基本的に各駅周辺

の商業地域、近隣商業地域を中心に、市の中心的な機能集積、地域

に密着した機能集積など、駅ごとの役割や特性に応じた拠点として

の位置づけをします。「産業拠点」は、基本的に工業系の機能を担う

工業地域及び準工業地域を中心に、大規模な工場などがある地域と

住宅地と工場などが混在した地域など、拠点ごとの特性に応じた位

置づけをします。「文化・スポーツの交流拠点」は、鷹の台駅周辺、

小平駅周辺を多様な世代が交流する「文化・スポーツの交流拠点」

として位置づけます。「緑の拠点」は新たな拠点整備に向けて、未整

備の都市計画公園について、必要に応じた位置づけをします。 

 次に、「連携軸」は「交通軸」として、これまでと同様に主要な幹

線道路としての都市計画道路と、「鉄道軸」としての各路線を載せま

した。「水と緑の軸」としましては、小平グリーンロード、風致地区

に加え、あかしあ通りを載せました。これらを踏まえて、２０ペー

ジに「将来都市構造図（仮）」をお示しておりますが、未完成ですの

で、仮としております。 

 次に、２１ページ「第５章まちづくりの基本方針」でございます。

この章は、この後の「第６章部門別のまちづくり方針」が、まちづ

くりを横軸として捉えた場合、この章は縦軸から捉えたものとお考

えいただきたいと思います。そして、そのまちづくりの基本方針は、

「まちの顔をつくる」、「“ひと”が中心のまちをつくる」、「小平らし

い暮らしを実現する」の３つとしております。 

 ２２ページ「まちづくりの基本方針①」として、「まちの“顔”を

つくる」は、小平市では、各鉄道駅周辺中心を生活圏域とし、商業・

業務機能、公共交通機能等の整備を進めてきました。今後もその基

本的な考え方は踏襲しながら、各鉄道駅周辺の生活圏域の特徴や役

割に応じてバランスよく機能を配置し、互いに補完しあうことでよ

り利便性の高い、それぞれが独自の「顔」を持ったまちづくりを目

指します。そのために、①圏域ごとの特性を踏まえた機能の集積、

強化」として、主な施策としましては、「駅前再開発事業の推進」や

「スマートコミュニティの構築」などが考えられます。「②交通ネッ

トワークとターミナル機能の連携・強化」として、「交通ネットワー
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クの充実」などの施策が考えられます。 

 続いて、２４ページ「まちづくりの基本方針②」として、「“ひと”

中心のまちをつくる」は、小平市は、小平グリーンロードや用水路

等による水と緑で形成されたネットワークや、都市計画道路の整備

等による道路ネットワークが、まちの拠点をつないでいます。また、

比較的高低差が尐ない平らな地形であるため、徒歩や自転車等によ

る移動に適しているという特性があります。このような地形的特徴

や都市構造上の特徴を活かし、誰もが快適に過ごせる、“ひと”が中

心となる都市空間の実現を目指します。 

 そのために、「①賑わいと交流があふれるまちづくりの推進」とし

て、「あかしあ通りグリーンロード化基本計画の具体化」や「施設マ

ネジメントの推進」などの施策が考えられます。「②人にやさしいま

ちづくりの推進」として、「道路、公園の整備・見直し」、「福祉のま

ちづくりの推進」、「健康まちづくりの推進」などの施策が考えられ

ます。「③市民主体のまちづくりルールの取組み促進」として、「市

民主体のまちづくりルールの活用に関する周知・啓発」などの施策

が考えられます。 

 続いて、２６ページ「まちづくりの基本方針③」として、「小平ら

しい暮らしを実現する」は、小平市は、玉川上水などの水に親しむ

ことができる空間、風致地区に指定されている街道沿いの緑あふれ

るまちなみ、武蔵野新田の開拓の歴史を感じることができる短冊型

農地など、豊かな水と緑に囲まれています。また、大学や文化施設

が充実した文教都市的な顔も有しています。一方で、鉄道を中心と

した都心からのアクセス性に優れている立地特性にあることから市

街化が進行しています。その中でも、豊かな自然と住宅地が調和し

た、良好な住環境が形成されています。今後も、これら貴重な資源

を本市の個性として再認識し、その個性を活かした小平らしい暮ら

しを享受できるまちづくりを目指します。 

 「①“風景”を活かしたまちづくりの推進」として、「用途地域・

風致地区の見直し」、「農地やみどりの保全」、「本市の玄関口となる

景観整備」、「大規模施設の更新への対応」、「公共施設の更新への対

応」などの施策が考えられます。「②小平の資源を活かしたまちづく

りの推進」として、「観光まちづくりの推進」、「農地やみどりの保全・

活用」などの施策が考えられます。 

 次に、２７ページ「第６章部門別まちづくり方針」につきまして

は、概要版となっております。今回の改定案として、５つの方針を

示しましたが、基本的に現行マスタープランと同じ項目立てとなっ

ております。ただし、「個性あるまちづくりの方針」というものが、
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現行マスタープランにはございましたが、この内容を単体として都

市計画マスタープランとして実現させるには、尐し難しかったとい

う反省を踏まえまして、項目としては削除しております。しかし、

個性あるまちづくりの方針にあった内容につきましては、１から５

の項目に振り分けをして記述はしてございます。 

 なお、次ページ以降の下線がしてある箇所は、現行マスタープラ

ンから変更されたものや、新たに加筆したものとなっておりますの

で、そこを中心にご説明いたします。 

 ２８ページ「６－１土地利用の方針」は、「１住宅地」の③「住環

境保全に向けた予防的措置の調査・研究や検討」として、空き家対

策を加えました。「２番、商業地」につきましては、「①一定の利便

性を確保した生活拠点の維持・誘導」、「②地域特性に応じた生活拠

点の形成」、「③新たな拠点（賑わい）の位置づけ」を加えました。「３

番、工業地」には、「住宅地との混在がみられる地区については、住

工調和の土地利用誘導を図ることを基本とし、適宜、今後の土地利

用のあり方を検討」という文を加えました。「４番、幹線道路沿道」

は、「背後に隣接する住宅地との調和を図った土地利用など、地域特

性を踏まえた誘導や保全」という文言を加えました。 

 ３０ページ「６－２交通ネットワークの整備方針」は、大きな変

更はしておりませんが、「３その他」に小川駅西口や小平駅北口の市

街地再開発事業を踏まえた記載を加えました。また、「施設の長寿命

化」、「ユニバーサルデザインへの配慮」を加筆しました。 

 ３２ページ「６－３安全・安心なまちづくりの方針」は、「１災害

に強い市街地・都市基盤等の形成」として、「④建物の耐震診断や耐

震工事を促進」、「⑤農地などの市街地における貴重なオープンスペ

ースの確保と隣接する自治体との連携」、「⑥地域の特性に応じた、

防災の拠点づくり」、「⑦ライフラインに恵まれた市の特性を活かし

た防災機能の向上」を加えました。「２日常の暮らしにおける安全・

安心の形成」に、「①空き家等に関する課題の解決」、「③住民が集い・

交流する場や機会の創出により、地域の防犯意識の向上」を加えま

した。 

 ３３ページ「６－４水と緑のまちづくりの方針」には、「風致地区

の保全ならびに見直し」、「都市計画公園や緑地の整備促進」を加筆

いたしました。 

 最後のページでございます。３４ページ「６－５良好な住まいづ

くりの方針」は、「１良好な環境づくり」として、「⑤再生可能エネ

ルギーの活用や省エネルギー化など、環境に配慮した住宅の普及拡

大」、「⑥住宅と工場が混在する地域では、住工の調和を図りながら、
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良好な住環境の形成」を加えました。また、「３ふれあいのある住環

境づくり」として、「①公共施設の適正な配置と効率的な運営を踏ま

え、コミュニティの形成を促進」、「②地域特性を踏まえ、地域資源

を活かしたふれあいの場の形成」を新たに加えました。 

 大変説明が長くなりましたが「小平市都市計画マスタープラン改

定の取組状況」の報告は以上でございます。よろしくお願いいたし

ます。 

会  長：  それでは、報告は終わりました。 

 ただいまの報告事項、「小平市都市計画マスタープラン改定の取組

状況について」、何かご質問がございましたら、お願いいたします。 

 特に、ございませんか。 

 （なしの声） 

会    長：  ないようでございますから、それでは以上で、マスタープランに

つきましての改定の取組状況についてを終わらせていただきます。 

 続きまして、報告事項２件目の「東京における都市計画道路の整

備方針（第四次事業化計画）中間のまとめについて」、担当課より報

告をお願いいたします。 

 （○○課長入室） 

課  長：  ここで、職員の紹介をさせていただきます。都市計画道路担当課

長の○○でございます。 

担当課長：  都市計画担当課長の○○と申します。よろしくお願いいたします。 

 それでは、私から１件報告がございますので、お手元の資料をご

参照願います。 

 私からは、「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化

計画）中間のまとめ」について、ご報告申し上げます。 

 現在施行中の「多摩地域における都市計画道路の整備方針（第三

次事業化計画)」の計画期間が平成２７年度で終了するため、新たな

事業化計画の策定に向けて、東京の都市計画道路が果たすべき役割

や整備の基本的な方向性を示した「東京における都市計画道路の整

備方針（第四次事業化計画）中間のまとめ」を取りまとめ、本年５

月に公表いたしました。その概要を報告したいと思います。 

 なお、「東京における都市計画道路の整備方針（第四次事業化計

画）」は、平成２７年度末に策定予定でございます。 

 それでは、大きな１番目として、これまでの経過をご説明いたし

ます。 

 東京都と特別区及び２６市２町は､都市計画道路を計画的、効率的

に整備するため、概ね１０年間で優先的に整備すべき路線を定めた

「事業化計画」を過去３回にわたり策定し、事業の推進に努めてき
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ました。現行計画の目標年次は平成２７年度としており、より効率

的な道路整備を進めるため、区部と多摩地域を統合した東京全体の

第四事業化計画を策定することとし、東京都と特別区及び２６市２

町が共同で調査検討を進めてきました。 

 お手元の資料の②の２の説明になりますが、中間のまとめの主な

内容でございます。 

 まず、一つとして、道路整備を取り巻く社会状況と都市計画道路

の現状と課題についてでございます。こちらには、東京の都市計画

道路を取り巻く社会状況、都市計画道路の現状について記載されて

おります。 

 二つとして、道路整備の「基本理念」と「基本目標」でございま

す。こちらは東京が目指すべき将来像、道路整備の「基本理念｣、道

路整備の「基本目標」が記載されております。 

 三つ目として、将来都市計画道路ネットワークの検証でございま

す。こちらにつきましては、将来都市計画道路ネットワークの検証

における考え方として、検証項目、１５項目を記載しております。 

 ４点目としては、優先整備路線の選定でございます。こちらは、

優先整備路線の選定における考え方として、選定項目６項目などを

記載しております。 

 以上が、中間のまとめの主な内容でございます。 

 加えまして、報告資料の②の３になりますが、中間まとめの公表

にあわせまして、パブリックコメントを実施しております。こちら

の概要もあわせて報告させていただきます。 

 本年５月２６日から６月３０日までの間でございますが、東京都

において中間のまとめに関するご意見・ご提案を受け付けたところ、

１５５通の提出がございました。内容につきましては、東京都にお

いて整理中でございます。 

 お手元の資料に記載されております主な意見でございます。大き

く７点意見が出されております。 

 一つとしては、道路整備のあり方について。二つとして、将来都

市計画道路ネットワークの検証について。三つとして、優先整備路

線の選定について。四つとして、計画の見直しについて。五つ目と

して、情報公開、市民参加について。六つ目として、その他。最後

に七つ目として、個別路線の要望についてでございます。 

 これらの内容につきましては、現在、東京都のホームページまた、

市のホームページを通じて情報を公開しているところでございま

す。 

 私からの報告は以上でございます。 
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会    長：  報告は終わりました。 

 ただいまの報告事項、「東京における都市計画道路の整備方針（第

四次事業化計画）中間のまとめについて」、何かご質問がございまし

たら、お願いいたします。 

○○委員。 

委   員：  この都市計画道路の整備方針第四次ですけども、これを見るとき

に、私たちは、何を一番目安として見ればいいんでしょうか。例え

ば、３・２・８号線、３・３・３号線のそういうものの順位を一番

気にすればよろしいんですか。 

会    長： 担当課長。 

担当課長：  第四次事業化計画、こちらは中間のまとめでございますけども、

委員おっしゃるとおり、今後中間のまとめを土台にいたしまして、

整備方針を策定することになります。その中では、当然、優先整備

路線というものが東京都として施行するものと、市として施行する

ものがはっきりしてまいりますので、そういう意味では、まだこの

中でははっきりしておりませんけども、今申し上げたこれを土台に

して、優先整備路線がはっきりしてまいりますので、今後、その整

備方針案の中では、優先整備路線なども出てまいりますので、そち

らのほうをご参考にしていただければと思います。 

 整備方針案のほうにつきましては、現在、年末の公表に向けて、

東京都のほうも準備中というふうに伺っておりますので、公表され

次第、担当部署のほうでも速やかに、市民の皆様へは情報は提供し

ていきたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

会  長： ○○委員。 

委  員： やはり一番興味があるのが、優先整備路線の選定中で、３・３・

３号線だと思うんですよね。というのは、青梅街道までの、小平市

の半分までずっと来ているわけだよね。それからずっと花小金井、

町のほうにぽつぽつとですけれども、買い取って整備してくれたり

とかしているわけですけども、そういう部分でいくと、一番興味持

って、どうなるのかなと思っているので、先ほど○○さんおっしゃ

っていたように、それが今年の公表ということでよろしいんですか。 

会    長： 担当課長。 

担当課長： 今、委員がおっしゃられた個別の路線の件でございますけども、

こちらも含めて整備方針案の中で、案ではございますけれども、都

の考え、また市の優先整備路線の考えなどが示されるものと考えて

おります。今、おっしゃった３・３・３号線につきましては、これ

は小平市だけではなくて、東京都が東西方向の骨格の幹線道路とし
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て、さまざまな上位計画の中には位置づけをしている路線でござい

ますので、市といたしましてもその辺の動向については注視してい

るところでございます。 

 以上です。 

会    長：  ○○委員。 

委    員：  この第四次事業化計画というのは、小平市で事業を行っていく上

では、かなりの影響を、この決定によって影響を受けるものなので

しょうか。ちょっと曖昧な質問で申しわけないんですけど。 

会    長： 担当課長。 

担当課長： 委員おっしゃるとおり、影響という意味では、今までもそうでご

ざいますけども、例えば第三次事業化計画におきましても、市の施

行としては、小川の方面では今年度末の完成に向けて着手しており

ます３・４・２３号線であるとか、あとは、小川駅西口を中心とし

た小平３・４・１０と３・４・２１号線の整備であるとか、そうい

ったものも第三次の事業化計画の優先整備路線に位置づけたものを

着実に事業化をしております。 

第四次事業化計画におきましても、第三次で果たせなかった積み

残しの路線なども含めて、事業化計画に位置づけられたものについ

ては、優先的に市として整備を進めていきたいという考えで臨んで

いきたいというふうに考えております。 

 以上です。 

会    長：  ○○委員。 

委  員： 今の○○委員の発言とも関連するんですけれども、まだよくわか

らないんですが、もう号線別に具体的にこの１０年で着手するのは、

例えば３・３・３とか、そういう位置づけで資料が出るのかどうか、

年度末に。私、以前、道路大会に行ったときにカラー刷りの第三次

のものをいただいたんです。ああいうものが第四次として出るのか

どうかが１点です。 

１０年間で着手するのと、それから早いうちに着手して、１０年

間の間に完成のめどを見るとか、供用開始にはならないだろうけれ

ども、そういうのとではえらい違いがあると思うんですけれども、

そのあたりはどうなのでしょうか。それから、東京都が勝手に決め

るわけじゃないから、多分、市から材料を提供して、市からこうい

うものを載せてほしいんだと出されているかと思うんですけれど

も、その内容についてお示しください。 

 一応３点ですかね。 

会    長： ３点について。 

担当課長。 
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担当課長：  まず、１点目の今回の方針が策定された後の資料ですけれども、

第三次のときもそうでしたけれども、都内の地図の中に、ここから

ここの場所、都市計画道路は基本的に区間を区切って整備していき

ますので、その区間のわかる図面もあわせて策定してお示しするよ

うな形になります。 

 ２点目の１０年間での着手と完成の考え方ですけども、今、委員

のおっしゃったように、優先整備路線というのは１０年の中で着手

もしくは完成ということで、そういう意味では小平市の事業もそう

ですけども、現在の第三次事業化計画の中で、着手から完成まで行

けた路線もございます。例えば３・４・１０線と２１号線などは、

この１０年間の中で取り組んで完成まで行きましたけども、例えば、

先ほど申し上げた３・４・２３号線という路線につきましては、何

とか今年度中に完成、ぎりぎりこの１０年の中で着手から完成まで

いけるかなというところでございます。 

 したがいまして、一番望ましいのは着手と完成がこの１０年の中

でおさまるのがいいわけですけども、そうでなかったとしても、そ

の１０年の中のどこかで着手までというところがこの基本的な事業

化計画の考え方になっております。 

 最後の３点目の市と東京都で共同で策定をしておりますので、市

のそういった策定における材料はということでございますけども、

市からも地域でどういった課題があるかとか、そういった説明は、

この策定の中でしているところでございます。例えば、今再開発な

どの話も出ている小川駅の西口地域の話であるとか、または小平駅

の北口、こちらも再開発を中心に地元で話が出ておりますけども、

そういった地域のまちづくりとともに、市としても例えば、３・４・

１９号線が第三次で積み残しのような形になっておりますので、そ

の整備についても前向きに進めていきたいとか、後は３・４・１０

号線の延伸、現在３・４・１０号線がちょうどこの第三次事業化計

画の中で完成部分がちょうどＬ字型でとまっているわけですけど

も、そちらのほうを府中街道のほうまで鉄道を交差をして延伸をし

たいと、こういったような話なども、市からは要望として伝えてい

るところでございます。 

 以上でございます。 

会    長：  ○○委員。 

委  員：  今、市施行の部分についておっしゃったんですけれども、都施行

の部分については、市からここを優先的にとかそういうことは言え

ないんでしょうか、立場上。それからあと、着手というのは何をも

って着手というのか、測量なのか説明会なのか、そのあたり具体的
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に教えてください。 

担当課長： 都施行につきましては、こちらは東京都も当然東京都をつくるた

めに取り組んでいく道路ということになりますので、市からは都施

行についての要望は特にしておりません。 

５点目の着手についてでございますけども、こちらは事業認可、

都市計画法に基づいて、事業認可を得た段階を着手というふうに捉

えております。 

以上でございます。 

会    長： ほかに。 

○○委員。 

委  員： 今のに関連しますけれども、第三次に位置づけられて積み残しに

なっている３・４・１９とかは、また再度位置づける、四次に位置

づけることになるんでしょうか。それはもう既に三次でやるので、

新たにそこは位置づけているんだということで早くやれということ

なのかもしれないです。その位置づけがされるのかされないのか確

認をしたいと思います。 

もう一つは、市のほうで情報提供はしているということで、市の

都市計画道路の整備率は４０％に満たないという先ほどの報告があ

りました。多摩地区では６０％程度だということで、小平がもしか

して大幅におくれているのであれば、東京都が優先的に小平の真ん

中あたりなので、道路というのはネットワークですから、小平全部

周りが東京の一市でつながっているわけですよね。そういう意味で

は、３・３・３にしろ、市施行の道路にしろ、小平が意図しないほ

どたくさん位置づけられたとか、都は当然１０年計画で予算配分し

ながらそういう位置づけをしてくると思うんですけれども、小平市

はそれによって、十分それに対応できるようなものを持っているん

でしょうか。私は、たくさん位置づけていただけたほうが進むと理

解しますので、願っているわけですけれども。 

会    長： 担当課長。 

担当課長： まず、委員からお話のありました３・４・１９号線でございます

けども、こちらは第三次では、残念ながら事業化のめどは立たなか

ったわけでございます。とはいうものの、現地の航空測量であると

か、地元への意識調査、交通量調査であるとか前段の取り組みとい

うのは、並行してこれまでも進めてきたところでございます。 

したがいまして、市としては第四次事業化計画において、再度３・

４・１９号線を位置づけて、事業化に持っていきたいという形で東

京都には要望しているところでございます。 

２点目の優先整備路線が決定したとして、その裏づけというので
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しょうか。その事業費的なものも含めてということになりますが、

私どもも市といたしましては、今申し上げた３・４・１９号線と、

後は先ほども話に触れました３・４・１０号線の延伸、西武線を立

体交差をいたしまして府中街道と接続すると、この部分につきまし

ては、ぜひ第四次の中で優先整備路線に入れたいということで要望

はしております。この策定に入る前から作業は既に独自で入ってお

りましたので、市としては整備をしていきたいということで、東京

都とは情報共有もしてきたところでございます。 

そういった中で、特に３・４・１０号線の場合は今申し上げたよ

うに鉄道との立体交差がございますので、道路整備ではございます

けども、土木工事としての費用も大変かさむということで、その辺

は庁内の財政部局とも事前に話をしながら長期的な考え方を持っ

て、この２路線については市としても要望をしていき、要望がかな

った暁には積極的に事業化を図っていこうと、こういうような意思

統一はできているところでございます。 

以上でございます。 

会    長： ○○委員。 

委    員： わかりました。そうすると、要望が、突然都がここの路線をやる

とか、位置づけたとか、そういう想定外はないと理解してよろしい

ですか。といいますのは、国分寺駅北口が再開発進んでいますよね。

あれの都市計画道路が小平を通って、たしか五日市街道まで路線あ

りますので、こういうものも全体から見れば、当然位置づけてもい

いかなという気はしないでもないので、そういうところを小平市は

念頭に置いていないのに、東京都が、いやここは早くやったほうが

いいんじゃないかというような、調整していないものは全く考えら

れないという理解でよろしいんですね。 

会    長： 担当課長。 

担当課長： 市としてやるべき路線は小平市以外も各市、市のスタンスとして

要望しております。また、東京都は東京都として責任を持って整備

すべき路線というのは、組織として考えているということで今、委

員おっしゃられたような想定外みたいなものは、例えば、市として

はこことここを要望しているのにほかのところが急に降って湧いた

ようになるというのは、私どもも想定はしていないということでご

ざいます。 

以上でございます。 

委  員： ありがとうございました。 

会    長： ほかにございますか。 

 （なしの声） 
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会    長： 特にないようでございますので、それでは、「東京における都市計

画道路の整備方針（第四次事業化計画）中間のまとめについて」の

質疑を終了いたします。 

 本日の議事は全て終了いたしました。 

事務局から連絡事項があるようでございますので、よろしくお願

いいたします。 

課  長： 次回の審議会でございますが、来年の３月１８日を予定しており

ます。改めて開催通知をお送りいたしますので、その際よろしくお

願いいたします。 

以上でございます。 

 （閉会の辞） 

会    長： ありがとうございました。 

それでは、以上をもちまして、第１回小平市都市計画審議会を終

了いたします。 

どうも長時間にわたりまして、ご苦労さまでございました。あり

がとうございました。 

 （閉会） 

 


